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「好き」を 未来の「しごと」に！ きっと ここが スタート地点！

1学年主任 前川綾香

【看護科】 「患者さんに 笑顔と元気を届ける 看護師になりたい」

【パティシエ科】 「こころをこめたスイーツで 多くの人に幸せと笑顔を届ける パティシエになりたい」

パティシエ科１年 野田 紗代

「多くの人を笑顔にするパティシエになる」そんな夢を持って私はここ向陽高校に入学しました。新しい環境

に対する不安がある一方で、これから先のプロの先生による実習や、専門的な授業などの学校生活に大きな

期待をふくらませています。3年後、向陽高校を卒業し、私は理想のパティシエになるために2つのことを頑張ろ

うと思います。 1つ目は実習です。1回1回の実習を大切にして技術向上していけるよう頑張ります。

2つ目は専門教科の勉強です。2年次の国家試験に無事合格できるよう、毎日復習を欠かさず勉強していき

ます。これから先、大変なことや辛いことも多々あるかもしれません。それでも、そのたびに壁を乗り越えて一歩一

歩成長していけるよう頑張ります。

看護科１年 坂口 奈々

私が入学して頑張りたいことは、「看護の勉強」と「当たり前のことを当たり前にできるようにする」ということで

す。高校では中学校でもしてきた教科に加えて、看護科としての専門的な教科も学びます。また、中学校で学んだ

内容もどんどん濃くなり難しくなっていきます。毎日の復習を忘れず、知識を増やしていきたいです。

また、看護師にとって記憶力と観察力は大切です。私は記憶することが苦手なので、記憶力を上げるためにナイ

チンゲールの本に書いてあった、「常に物を同じ場所に置き、少しの変化にも気づける」ようにしていきたいです。

「当たり前のことを当たり前にできるようにする」ことでは、忘れ物をしないことや挨拶をきちんとするなど、私には

不十分なところがたくさんあるので、忘れ物をしないために、先生の連絡をしっかり聞きメモを取ることを意識し、

当たり前のことを当たり前にできるようにしていきたいと思います。

専攻科も含めて、看護科１年生のみんなと５年間学んでいくので、お互い助け合いながら看護について多くの知

識をつけ、人として大きく成長できるように頑張ります！！

＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」へ向けて

吉田めい先生（調理、調理科２年担任、平成２９年調理科第１２回卒）

この度、向陽高校に勤めることになりました吉田です。私は、向陽高校の4年前の卒業生であり、深い

歴史と伝統、そして7つの学科それぞれの魅力あふれるこの学校に、教員という形で戻って来られたこ

とをとても誇らしく思っております。実習や専門教科では自分自身が学んだ事に加え、生徒の疑問や不

安などの心に寄り添うことが出来るよう、試行錯誤しながら一生懸命頑張ります。また、担任となり1か月以上が

過ぎ教員生活を過ごしていますが、日々自分の夢や目標に向かって努力を怠らない生徒たちに刺激をもらってお

ります。これから担任として生徒と一緒に成長できるよう、そして、生徒達を一人の人として社会に送り出せるよう、

日々精進いたします。よろしくお願い致します。
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＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」へ向けて

髙取浩貴先生（情報、調理科１年担任）

９年ぶりの改訂となる学習指導要領

が、来年４月からの施行を間近に控え

るこの重要な時期に向陽高校に採用

され、その趣旨を活かした教育活動を

展開しなければならないという責任の重さを改めて

痛感しています。新たな学習指導要領は、「社会に

開かれた教育課程」を実現し、「主体的・対話的で

深い学び」を具体化していくことを求めていますが、

実効性ある教育活動を展開することは簡単なこと

ではありません。本校では、このことに対する取組

の一つとしてＩＣＴ教育の充実に向けた検討が既に

進められています。教科「情報」の担当として、その

責務を果たせるよう努めていきます。また、創立１０

０周年を３年後に控えた歴史と伝統ある本校の建

学の精神である「奉仕」を職員である私達も意識

しながら、生徒たちに、学ぶことの楽しさや喜びを

伝え、教師と生徒がともに作り上げる楽しく

充実した授業の実現に

向けて、教育活動に

専念していきたいです。

加藤 亜沙美 先生（保育、保育科２年副担任）

今年度より向陽高校の保育科で保育の

専門教科を担当することになりました、

加藤亜沙美と申します。前年度までは、

向陽幼稚園で勤務をしていました。子ど

もたちと過ごす中でたくさんのことを経験し、子ども

たちからもたくさんのことを学びました。私にとって保

育者の仕事はとても大好きな仕事です。その保育者

を目指す生徒の皆さんの夢の実現に向けて力になり

たい、また保育者の素晴らしさや今までの経験を踏

まえて保育者としてのノウハウを伝えていけるよう頑

張っていきたいと思います。

また、幼児教育をまた違う視点から学び、私自身の

スキルアップに繋げていきたいです。

向陽高校は７つの学科がありそれぞれの夢に向

かって頑張ることが出来る学校です。生徒の皆さん

の３年間という長いようで短い時間を有意義に過ご

せるように関わっていきたいです。

どうぞよろしくお願い致します。

池田 和彦 先生（理科、エステテック科３年副担任）

こんにちは、4月から生物基礎を担当している、池田和彦です。

40年を超える教師生活の中で、次々に工夫や改良が必要な部分がどんどん出てきます。

3月、今日で最後だと覚悟を決めて臨んだ授業も心残りがあるものでした。

4月から、また、チャンスをいただきました。これまでの経験をフルに使って、皆さんに、少しでも生

物の楽しさを味わってもらえたら幸いです。学習に向かうきっかけは「疑問」です。どんなことでもいいので「な

ぜ、どうなっているの？」と感じてもらいたいと思っています。私達は、それに直接答えることができればその場

で答えるし、そうでなければ、調べてみたり、調べ方を考えたりすることができます。疑問を持つことで、違う世

界に入っていける、疑問は「どこでもドア」だと気づいてもらえるように、その手伝いが

できるように日々を過ごしていきたいと思っています。「これがわからないのですが？」と

声をかけてください。新しい世界に突入しましょう。

神原 ほのか先生（国語、エステティック科２年担任）

今年４月に着任しました国語科の神原ほのかです。出身は佐世保です。私の友人に向陽高校

の卒業生がいますが、本校の特色や実態をあまり知りませんでした。実際に勤務して、生徒それ

ぞれが自分の進路に向けて高校生活を生き生きと過ごしている様子を見て、一人ひとりの進路

決定がよりよくなるよう努力したいと考えました。国語科として、生徒にとって少しでも「興味」を引くような授

業を展開していきたいと思います。単なる座学のみではなく、アクティブラーニングを取り入れ、生徒の意欲

や今後の学習につながる興味を引き出していきたいです。また、メリハリを大事に

してやるときはやる、楽しむときは楽しむことを生徒のみならず、私自身も目標と

して指導していきたいです。よろしくお願いいたします。


